
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２月２６日（水)、第３回急変時対応部会を開催し

ました。部会員６名、上越地域在宅医療推進セン

ターコーディネーター１名、事務局４名が参加し

ました。 

○２月１２日（水）に入退院時連携推進部会と急変

時対応部会の 2部会合同で「医療と介護の連携

に関する研修会～切れ目のない医療と介護の

提供体制を構築するために～」を開催しました。 

 研修会を含めた今年度の振り返りを行うととも

に、来年度に向けて意見交換を行いました。 

 

（１）研修会の振り返り 

【出席者の感想及び職能団体としての意見を共有】 

○ケアマネジャーの負担が大きいと感じた。職能

団体としてもケアマネジャーを支えるために、訪

問看護を使いやすいよう自分たちからも歩み寄

っていって支えられるようにしたい。 

○本人が在宅でどう生活したいか話し合える関係

でいることが大切。地域連携連絡票を更新して

いつでも情報を伝えられるようにし、地域包括

支援センターからケアマネジャーへの円滑な連

携につなぎたい。 

○ケアマネジャーの立場として、病院から何を求

められているのかを知る機会となって良かった。 

○病院は急変時の“最も悪い時”を起点としている 

ため、元の在宅生活の状況が分からないまま退 

院支援を行っているが、家族は退院の際にフル 

リカバリーされて戻ってくることをイメージして 

いる。退院した翌日に本人の状態が悪くなった 

ことで、家族からの救急要請を受けることが少 

なくない。 

 

 

 

 

【研修の成果及び課題】 

○グループワークの意見として「お互いの役割を 

知る、視点の違いを知ることができた」、「早め 

に情報を伝える必要性が分かった」という意見 

が出ていた。また、研修の“ねらい”の一つであ 

った「緊急時の連絡先を知る」という言葉も出さ 

れたことから、アウトカムは達成できた。 

○グループワークやアンケートから「医療機関に報 

告する以前に、そもそも本人の意向の確認がで 

きていなかった」と言う言葉が聞かれており、日 

頃の情報収集が不足していることが見えてきた。 

○課題としては、研修の運営においてトークセッシ

ョン時の音声が聴き取りにくい場面があったこ

とと、医療系の参加者が少なかったことが挙げ

られる。 

〇ケアマネジャーの参加が多かったことについて 

は、ケアマネジャー側が医療機関との連携に困 

っていることが示唆された。医療系の参加者を 

増やすために、開催時間帯を医療職が出やすい 

時間帯への変更や、複数回の実施を検討してい 

くこととする。 

 

（２）令和 6年度の振り返り 

○令和 6 年度は、研修会の開催に向けて、現状を

深堀りして、課題や真因を明確にするための意

見交換を重ねた。 

○他部会との合同であったが、研修会を開催する

ことで、お互いの視点の違いや、日頃からの連

携の必要性などが理解できた。 

 

（３）令和７年度の取組について 

○本人や家族に対する意向確認の必要性の理解、 

及び医療と介護の相互理解のための研修の継 

続が必要。 

○入退院時にかかる連携の強化や ACPの浸透な

ど、他部会との情報共有を行いながら、取組を

進めていく。 

 

令和６年度上越市・妙高市在宅医療・介護連携推進協議会 

第３回急変時対応部会を開催しました 

 


